
１　エコチル調査の概要

正式名称は「子どもの健康と環境に関する全国調査」です

●エコチル調査とは

Ecology
エコロジー

Childlen
チルドレン

Ecochil
エコチル

（１）調査の目的

　エコチル調査は、環境省が企画・立案し、コアセンター（国立環境研究所）、メディカルサポートセンター
（国立成育医療研究センター）を中心として、全国15地域に拠点としてのユニットセンターを設置し、実施
している全国的な調査事業です。福島県では、県立医科大学において調査を受託しています。
　環境中の科学物質や生活習慣などが子どもの健康や成長にどのように影響するのかを胎児から13歳にな
るまで追跡調査し、明らかにすることを目的としています。
　2010年から開始し、分析を含めると20年を超す事業ですが、未来に向け「子どもたちが安心して健やか
に育つ環境をつくる」ために、大変重要なプロジェクトです。

●エコチル調査ではなぜ環境中の物質を調べるのでしょうか

　ここ50年の間に、科学や技術は急速に発展し、私たちの暮らしはとても便利になり、またこれに伴って、
様々な化学物質が身近に増えてきました。こうした人間が作り出した物質が、私たちや子どもたちの健康
に、どのような影響や関係があるのか、実はまだ詳しく解明されていないのです。

●なぜ赤ちゃんがお腹にいるときから調べるのでしょうか

　ここ数年、ぜんそくやアレルギー疾患、肥満、発達障害などが、子どもたちに増加していると言われて
います。こういった事象から、子どもは成長段階にあり、身体ができあがっていないため、大人より化学
物質の影響を受けやすいのではないか、と考えられるからです。
　赤ちゃんがお腹の中にいるとき、お母さんの体には、貴重な情報がたくさんつまっています。子どもの
病気が明らかになってからでは、その情報の多くが失われてしまっているのです。

●研究成果は子どもたちや次世代の人のために役立てます

　病気の多くは、遺伝的な性質、生活習慣、環境中の物質などが関係しあって起こります。これらの関係
を明らかにすることができれば、病気の予防に役立つ政策を立てたり、子どもが健やかに育つための環境
を整備したりすることができます。
　子どもたちや次世代の人に健康で豊かな生活をおくってもらうために、今から対策を考え、問題があれ
ばそれを改善していかなくてはなりません。エコチル調査は、将来の人たちの健康づくりのために、大変
大切な研究です。

2

619115501_1.indd   2 2021/07/16   8:56



2032年度

解析期（５年間）

妊娠中、出産後１か月までの調査（生体試料提供）

全体調査
（約10万人）

112010 年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

10 歳以降に検討

2歳 4歳 6歳 8歳 10 歳 12 歳

3歳環境測定

医学的検査

精神神経発達検査

詳細調査
（約5,000人）

子どもの
成長

1歳半

2011年度生まれ 小学校

小学校

小学校

小学校

2012 年度生まれ
2013 年度生まれ

2014 年度生まれ

2010年度 2013年度 2027年度

小学 2年生 小学 6年生
学童期検査

質問票調査

小学 4年生
乳歯検査

リクルート期（３年間） 追跡期（13年間）

…28 32

デ
ー
タ
解
析

全体調査

国内各地の約10万組の子どもたちとそのご両親に参加していただき、赤ちゃんがお母さんの
お腹にいる時から13歳になるまで、定期的に健康や生活の状況について追跡して調べます。
・質問票調査…妊娠中および年２回13歳になるまで成長、健康、生活の様子について調べる
・学童期検査…小学２年生と６年生のお子さまを対象に成長や健康について調べる
・乳歯調査……小学４年生のお子さまに乳犬歯を提供いただき化学物質を調べる 
・疾患情報登録調査… 質問票の回答より、エコチル調査が対象とする疾患をもつお子さまが治

療を受けた医療機関の診断又は治療の情報について調べる

詳細調査

全体調査の一部の方にお願いし、お子さまの健康と生活環境をより詳しく調べます。国内で約 
5,000人が参加しています。
対象者：2013年４月１日以降に生まれたお子さまのうち約５％の方
・環境測定……………家庭内の化学物質やハウスダストなどを調べる
・医学的検査…………子どもの健康状態や、成長・発達・アレルギーの体質などを調べる
・精神神経発達検査…専門家の面談などにより子どもの発達を調べる

※このほか、各ユニットセンター独自の「追加調査」が行われる場合があります。

（２）調査の内容

（３）調査のスケジュール

10 万人の妊婦さんの募集・登録 子どもが 13歳になるまで
健康状態の追跡調査

調査終了後約 5年間にわたって
収集したデータを解析
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●リクルート（参加登録）対象地域の推移

（４）福島ユニットセンターにおける調査概要

●リクルート時の登録者数

ア　調査対象地域
　　県内全域を対象とする。全国のユニットセンターで県内全域は本県のみ。

時期 対象地域

2011年１月開始時 福島市、南相馬市、双葉郡 （広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村） 計10市町村

2011年６月以降　 伊達市、桑折町、国見町、川俣町の４市町を追加 計14市町村

2012年10月以降　 県内全59市町村に拡大 計59市町村

※登録期間：2011年11月～2014年３月

イ　参加登録者数
　 　全国の15ユニットセンターの登録者総数は約10万人おり、うち本県のリクルート時の登録者（妊婦）はの
べ約13,000人、現在でも約12,000人の子どもが調査に参加しており、全国で最も多い参加者数（10％を超
える割合）となっています。

のべ
 13,131人

のべ

8,693人
のべ

12,866人

妊娠した女性
（お子さまのお母さん）

妊娠した女性の
パートナー

（お子さまのお父さん）
子ども
（出生数）

●年齢別エコチルキッズ数（2021年３月31日現在の登録者数）

2011年度生まれ
（９～10歳）

2012年度生まれ
（８～９歳）

2013年度生まれ
（７～８歳）

2014年度生まれ
（６～７歳）

929人 2,004人 6,062人 3,113人

妊娠した女性登録のカバー率※は48.5%でした。
※ カバー率とは、対象地域で登録期間に出生したお子さま
の人数に対する登録した女性人数の占める割合です。

登録期間中に県内の妊婦さん
のうちおよそ「２人に１人」が
調査に参加してくれたんだね
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ウ　福島ユニットセンターの協力体制
　 　エコチル調査の実施にあたっては、参加するお子さまとその家族はもとより、関係機関・団体の協力
が不可欠です。そのため、地域運営協議会を設置して効果的な連携を促進することによりエコチル調査
の円滑な遂行を図っています。

●詳細調査協力医療機関等

　詳細調査の医学的検査と精神神経発達検査においては、県北、県中、県南、会津、南会津、相双、いわ
きの各地区にそれぞれ協力医療機関・施設を登録し、調査へのご協力をいただいています。

※令和２年度までの協力医療機関・施設…医学的検査34機関、精神神経発達検査10機関

福島ユニットセンターの協力体制

෱ౡཱݝҩՊେ学
Τίνϧ調査෱ౡϢχοτηϯλʔ
（෱ౡຊ෦ࣄ຿ॴ、ࣄࢁ܊຿ॴ）

地域運営協議会

医師会 保健所

福島県産婦人科医会
福島県小児科医会

教育関連機関
福島県
市町村

福島県看護協会
福島県助産師会

協力医療機関

1

相双
公立相馬総合病院
個人医院（1機関）

いわき
いわき市医療センター
子どもの家保育園
第二子どもの家M・A・Y
個人医院（1機関）

会津
竹田綜合病院
坂下厚生総合病院
個人医院（1機関）

南会津
県立南会津病院 県南

白河厚生総合病院
個人医院（2機関）

県中
太田西ノ内病院
星総合病院
福島病院
個人医院（9機関）

県北
公立藤田総合病院
大原綜合病院
福島県立医科大学
個人医院（6機関）

二次医療機関
地域医療機関
療育施設

詳細調査協力医療機関、施設

福島本部事務所

郡山事務所

32小児科医療機関
＋2療育施設
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